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概  要 
 
■ 開催目的 

(一社) 日本食品機械工業会（以下、日食工）は、優秀な食品機械・装置を顕彰する表彰制度『FOOMA
アワード』を 2022 年に創設しました。 
食品加工機械産業界は、我が国だけでなく世界における多様な食文化の一翼を担う産業です。私た

ちは当表彰制度を通じ、食品機械の技術研究・開発の促進及びその技術の普及を図るため、優秀な食

品機械・装置を広く食品産業界に周知し以て、食品産業界における生産性の向上、省力化などの様々

な課題の解決、新たな食品開発への貢献、ひいては食文化及び食品安全の一層の向上に資することを

目的とします。 
 
■ 審 査 

審査は第三者の有識者により構成された「FOOMA アワード審査委員会」によって、実施します。 
なお、各審査委員は守秘義務を負い、審査によって知り得た情報の外部漏洩を防止します。また、

受賞の如何に問わず、応募書類は返却しませんので、予めご了承ください。 
 
■ 表彰及び受賞製品の公表 

FOOMA JAPAN 2026 会期中に表彰式を実施します。受賞製品は、プレス発表するとともに、

FOOMA JAPAN 2026 公式 WEB サイトに掲載します。 
また、最優秀賞及び優秀賞受賞製品は、展示会期間中、製品紹介コーナーを設けパネル展示します。 
 

■ 賞の種類等 
賞 点数 選  考 表 彰 

最優秀賞 1 点 総合評価が極めて高く優れた製品 トロフィー、盾 
優秀賞 数点 総合評価が高く優れた製品 盾 

FOOMA アワード 
審査委員会賞 

０~数点 
秀でた機能を備える、将来性が期待

される、又は開発コンセプトが優れ

ている製品 
賞状 

※受賞ロゴマーク使用権：日食工が認めた受賞製品はロゴマークを、機械本体、カタログ、WEB
サイトなどメディアを問わず 5 年間使用いただけます。 
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応募要項 
 
■ 応募資格 

FOOMA JAPAN 2026 出展申込社※1であって、応募製品を製造し、かつ展示会期間にわたり製品※2を

展示する企業。 
※1：FOOMA JAPAN 2026 への出展には別途の手続きを要します。当アワードへの応募が出展を

保証するものではありません。 
※2：展示会場に実機展示できない製品（プラント設備、製造ライン等）については、製品を説明する

展示物（例：パネル、動画、模型等）でも可能です。 
※3：以前の最優秀賞にノミネートされなかった製品については、改良した製品で次回以降も応募可能で

す。 

 
■ 応募点数 

1 社 1 点。 
 
■ 応募対象製品 
－食品を製造・加工する機械、装置及び製造ライン。 
－食品製造ラインに組み込まれる関連機械（包装機械、自動搬送システムなど）。 
－食品製造プロセスに使用される計装・附属機器。 
－食品製造を支援する各種システム（通信、管理システムなど）。 
ただし、販売開始後おおむね 10 年以内の製品に限ります。 
備考：上記に該当するか不明な製品の応募をご検討される方は、事前に事務局(黒澤)までご相談ください。 

 
■ 応募書類 
次の書類の PDF ファイルをメールでお送りください。 
－(必須)応募申請書（FOOMA JAPAN 2026 公式 WEB サイトからダウンロードできます） 

https://www.foomajapan.jp/foomaaward/ 
－(必須)応募対象製品の取扱説明書 
－(必須)製品パンフレット、チラシ又は製品説明書 
－(必須)外観図面、又はレイアウト図 
－(任意)製品補完情報：製品の特性を示す資料（特許公報、学会誌論文、雑誌投稿記事、など）又は、

製品特性を伝えるために必要な場合は、解説資料、動画などをご提出いただくこともできます

（動画は 15 分以内で mp4 形式。様式自由）。 
※PDF ファイルのサイズが大きく、メールでの送信ができない場合は、USB メモリー等に保存し、

「応募書類の提出先・お問い合わせ先」の住所までお送りください。 
 

■ 応募締め切り 
2026 年 1 月 30 日(金) 必着。 

 
■ 応募書類の提出先・問い合わせ先 

(一社) 日本食品機械工業会 事務局 担当：黒澤（  ） 
〒108-0023 東京都港区芝浦 3-19-20  ふーまビル 
TEL:03-5484-0981 
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審査 
 
■ 審査基準 

FOOMA アワード委員会が決定した評価基準に基づき、次の事項について総合的に審査します。 
－工夫・進歩 
－自動化・高度化（高効率化含む） 
－安全・衛生性 
－利便性 
－経済性 

 
■ 審査委員、審査の種類 

審査は、第三者の有識者により構成された「FOOMA アワード審査委員会」によって実施します。 
なお、各審査委員は守秘義務を負い、審査によって知り得た情報の外部漏洩を防止します。また、

受賞の如何に問わず、応募書類は返却しません。 
一次審査：所定の申請書類及び製品補完情報による書類審査を行います（最優秀賞ノミネート製品を決定）。 

最優秀賞ノミネート製品は 4 月上旬にFOOMA JAPAN 2026 公式WEB サイトで公開するとと

もに、プレス発表いたします。 
二次審査：一次審査により「最優秀賞」にノミネートされた製品について、“プレゼン資料（動画）”

をご提出いただきます。プレゼン資料により製品内容を審査し、その後展示会場で製品※2

を確認し最終選考とします。 
※2：展示会場に実機展示出来ない製品（プラント設備、製造ライン等）については、会場に展示さ

れている展示物（例：パネル、動画、模型等）を用いて確認審査を行います。 
 
■ 「最優秀賞」ノミネート製品の“プレゼン資料（動画）”の提出 
プレゼン資料は、審査員が「最優秀賞」選考にあたり、製品内容をより詳細に理解するための重要な

資料になります。従来の課題、開発コンセプト、改良点、優れた点、最も PR したい特徴などポイント

をわかりやすくまとめてください。 
プレゼン資料の作成方法 

プレゼン資料は、原則「解説動画」の作成をお願いします。ご提出いただいた動画で説明しきれ

ない場合は、補足資料を書面で提出することも可能です。 
※応募時に提出した補完情報を「解説動画」とすることも可能です。新たに解説動画を提出して

いただいても結構です。 
－「解説動画」の長さは 15 分以内。mp4 形式とします。様式や構成などは自由とします。なお、

自社で動画作成が難しい場合は、日食工にご相談ください。その場合は、パワーポイントなどで

15 分以内のリモートプレゼンをしていただき、その様子を録画し「解説動画」とします。 
 
※動画ファイルの提出締切、提出方法など詳細は、製品がノミネートされた方へ別途ご連絡いたします。 

 
■ 「最優秀賞」ノミネート製品のパネル展示 
ノミネート製品は、展示会会場に製品紹介コーナーを設けパネル展示します。その際、製品を紹介す

る原稿を電子メールで提出していただきます。提出締切、提出方法など詳細は、製品がノミネートされ

た方へ別途ご連絡いたしますので予めご了承ください。 
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スケジュール 
 
■ スケジュール 

2025 年 10 月～ 第 5 回 FOOMA アワード 2026  募集開始 
～2026年 1月30日(金) 受付締め切り（当日の 23 時 59 分メール受信まで有効） 

2 月 1 日～3 月下旬 
一次審査（書面審査） 
3 月下旬、審査委員会で最優秀賞ノミネート製品を決

定。該当企業に結果の連絡 
4 月上旬 最優秀賞ノミネート製品公表（プレス発表等） 
4 月～5 月末 二次審査 （ノミネート製品のプレゼン動画審査） 
FOOMA JAPAN 2026 
の初日 

三次審査 (展示会場での確認審査) 
最終選考会議 

FOOMA JAPAN 2026 
の初日 「最優秀賞」等の表彰式 
FOOMA JAPAN 2026 
の会期中 展示会場内でのノミネート製品等のパネル展示 

※三次審査、表彰式、パネル展示のスケジュールは変更になる可能性があります。予めご了承下さい。 


